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村税 １億１，５９６万９千円（４．８％）

道支出金 ９，６２２万７千円（４．０％）

村債 ９，０２０万円（３．７％）

諸収入 ５，６９８万４千円（２．３％）

地方譲与税 ５，４３４万円（２．２％）

使用料及び手数料 ５，０６９万９千円（２．１％）

その他 ６，５７０万５千円（２．６％）

令和８年度　初山別村各会計予算の概要

特別会計　歳入歳出

一 般 会 計

歳　 入
【その他の内訳】
地方消費税交付金
  ‥‥‥‥ ２，９１３万６千円（１．２％）
財産収入  １，７７３万２千円（０．７％）
繰越金 ‥‥‥１，１００万円（０．５％）
地方特例交付金
  ‥‥‥‥‥ ２４３万３千円（０．１％）
法人事業税交付金
  ‥‥‥‥‥ １７８万５千円（０．１％）
環境性能割交付金
  ‥‥‥‥‥ １０４万７千円（０．０％）
寄附金 ‥‥ １００万３千円（０．０％）
株式等譲渡所得割交付金
  ‥‥‥‥‥ ７０万２千円（０．０％）
分担金及び負担金
  ‥‥‥‥‥‥‥ ４５万円（０．０％）
配当割交付金 ３８万５千円（０．０％）
利子割交付金  ３万１千円（０．０％）
交通安全対策特別交付金
  ‥‥‥‥‥‥‥ １千円（０．０％） 地方交付税 １３億２，５００万円（５４．２％）

一　般　会　計　 24億4,380万円 （前年度比　２,０６０万円増）

特別会計 4億8,590万円

一 般 会 計

歳　 出

【その他の内訳】
農林水産業費
  ‥‥‥ １億３，０２４万７千円（５．３％）
議会費 ‥‥ ２，８６０万２千円（１．２％）
労働費 ‥‥ １，５１２万５千円（０．６％）
予備費 ‥‥‥‥‥５００万円（０．２％）
災害復旧費 ‥‥‥‥１千円（０．０％）

消防費 ２億１，３４３万７千円（８．７％）

繰入金 ４億７，１３７万２千円（１９．３％）

国庫支出金
１億１，７３０万４千円（４．８％）

公営企業会計　歳入歳出

公営企業会計 5億2,440万7千円

後期高齢者
医療保険特別会計
３，２１０万円
（６．６％）

簡易水道事業会計
２億７，２８３万９千円

（５２．０％）

診療所特別会計
5，5８0万円
（11．５％）

介護保険特別会計
２億２，１００万円
（４５．５％）

公債費 ２億５，０８６万６千円
（１０．３％）

教育費 １億４，０６１万円（５．８％）

土木費 ２億４，７４２万１千円（１０．１％）

民生費
３億５，８６９万５千円
（１４．７％）

衛生費
３億３，４１４万円
（１３．７％）

諸支出金
３億６，９３５万８千円
（１５．１％）

総務費 ２億１，８００万９千円（８．９％）

国民健康保
険特別会計

１億７，７００万円
（３６．４％）

その他
１億７，８９７万５千円
（７．３％）

商工費
１億３，２２８万９千円
（５．４％）

農業集落
排水事業等会計
２億５，１５６万８千円
（４８．０％）
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【議会費（議会事務局）】

　▼議会費 （議員報酬ほか） ……………………………………………… ２，８６０万２千円

【総務費（総務課・企画振興室）】

　▼一般管理費 （庁舎等警備委託料、留萌地域共同総合行政電算システム利用負担金ほか） ……… １億６７８万円

　▼国鉄代替輸送対策費 （生活交通路線等維持費補助金、高校通学定期運賃補助金ほか） … ２，７５５万２千円

　▼地域おこし協力隊事業費 （地域おこし協力隊業務委託料ほか） ……………………… ２，３１８万８千円

　▼財産管理費 （村有会館管理委託料ほか） ………………………………… １，１０４万７千円

【民生費（住民課）】

　▼高齢者生活福祉センター運営費 （高齢者生活福祉センター管理運営委託料ほか） ………… ９，０８５万６千円

　▼老人福祉費 （介護保険特別会計繰出金ほか） …………………………… ７，１０６万４千円

　▼障害者自立支援費 （障害福祉サービス費ほか） ………………………………… ６，４５７万７千円

　▼後期高齢者医療費 （療養給付費負担金、後期高齢者医療保険特別会計繰出金ほか） … ２，４８２万５千円

　▼保育所運営費 （修繕料、保育所管理用備品購入費ほか） ………………… ２，１６４万３千円

【衛生費（住民課）】

　▼公営企業会計繰出金 （簡易水道事業会計補助金、農業集落排水事業等会計補助金ほか） … １億７，７８７万９千円

　▼診療所費 （診療所特別会計繰越金ほか） ……………………………… ５，８５７万７千円

　▼衛生施設費 （羽幌町外２町村衛生施設組合負担金ほか） ……………… ４，１６６万６千円

　▼環境衛生費 （ごみ収集業務委託料ほか） ………………………………… ３，３７９万９千円

【労働費（経済課）】

　▼労働諸費 （初山別事業協同組合補助金、公園等維持管理業務委託料ほか） …… １，５１２万５千円

【農林水産業費（経済課）】

　▼多面的機能支払事業費 （多面的機能支払交付金ほか） ……………………………… ２，０５１万１千円

　▼中山間地域等直接支払事業費 （中山間地域等直接支払交付金ほか） ……………………… １，５４１万２千円

　▼林業振興費 （民有林造林事業補助金ほか） ……………………………… １，５３３万５千円

　▼水産業振興費 （水産業振興構造改善事業補助金ほか） …………………… １，２９５万５千円

【商工費（経済課）】

　▼岬センター運営費 （岬センター管理運営委託料ほか） ………………………… ７，４３４万８千円

　▼商工業振興費 （村商工会運営事業補助金ほか） …………………………… ３，６８１万１千円

【土木費（経済課）】

　▼道路除雪費 （村道等除排雪業務委託料ほか） ……………………… １億１，０７２万４千円

　▼公園費 （みさき台公園等維持管理業務委託料ほか） ……………… ３，８６７万９千円

【消防費（消防・企画振興室）】

　▼消防費 （消防費負担金ほか） …………………………………… １億９，７０１万２千円

　▼災害対策費 （全国瞬時警報システム新型受信機等更新業務委託料ほか） ……… １，６４２万５千円

【教育費（教育委員会）】

　▼中学校費 （学校管理費） ………………………………………………… ３，１１７万３千円

　▼小学校費 （学校管理費） ………………………………………………… ２，１４５万１千円

　▼学校給食費 （スクールランチ配膳管理業務委託料、食糧費ほか） …… １，３９５万２千円

【公債費（総務課）】

　▼公債費 （長期債元金・利子償還金ほか） ……………………… ２億５，０８６万６千円

【諸支出金（総務課）】

　▼職員給与費 （特別職・一般職給料、各手当及び負担金） ………… ３億４，２０７万３千円

一般会計予算の主な使いみち　　〈各科目（太字）の後のかっこ内は主な担当課〉

※予算概要説明書については、役場、自然交流センター、岬センター、有明特別母と子の家、ふれあいの里豊

岬館、福祉の家共成館、初山別診療所、ＪＡるもい初山別支所に配置しております。
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４ 月のこんなことあんなこと

初山別中学校入学式 　新しい制服に身を包んだ８名の新入

生が初山別中学校へ入学しました。

　式では新入生代表　砂原　葵夏さん

による「新入生誓いの言葉」が読み上

げられました。

（４月７日）

初山別小学校入学式 　２名の新入生が初山別小学校へ入学

しました。

　新１年生は担任の先生に引率され入

場し、その後一人一人名前を呼ばれる

と大きな声で元気に返事をしていまし

た。

（４月７日）

ふじみへき地保育所入園式 　暖かい春の日差しに包まれたこの日、

５名のおともだちが、ふじみへき地保

育所へ入園しました。

　名前を呼ばれると大きな声で元気よ

く返事ができました。

　これからの成長が楽しみですね。

（４月３日）
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　新たに教育委員として佐古　大　氏が任命されました。

　任期は令和８年４月１日から令和８年９月３０日までとな

ります。

　教育委員とは、地域の教育の方向性を話し合い、決める

役割を担う役職です。

（４月１日）

教育委員会委員辞令交付式

ヒグマ対策現地研修会
　第三栄の国道沿いにヒグマが出

たことを想定し、村内の猟友会、

羽幌警察署、消防初山別支署、初

山別村役場の職員が現地研修会を

行いました。

　４月１日～５月３１日は「春のヒ

グマ注意特別期間」です。特に山

菜やキノコ狩りの際に被害が発生

しています。事前に出没情報を確

認する、一人で野山に入らない、

フンや足跡を見たらすぐ引き返す、

クマスプレーを持参するなどの対

策をしっかりと行いましょう。

（４月３日）

交通安全青空教室
　初山別小学校にて青空教室が行

われました。羽幌警察署や初山別

駐在署の警察官を招き、車の死角

の危険性や自転車走行のルール、

横断歩道を渡る際のハンドサイン

について説明がされました。

　北海道警察旭川方面本部より、

ご当地ヒーロー「スピードセイ

バー」も登場し、児童は楽しみな

がら交通安全について学習しまし

た。

（４月２４日）



宇

●４月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

村職員辞令交付式
教育委員会委員辞令交付式

１昌

予防接種２昭

ふじみへき地保育所入園式
ヒグマ対策現地研修会

３晶

初山別小学校入学式
初山別中学校入学式

７昇

乳幼児健診８昌

春の全国交通安全運動
（村民総監視）

１０昭

予防接種１６昭

自治会行政委員連絡会議
乳がん検診

２２昌

子宮・乳がん検診２３昭

交通安全青空教室２４昌

予防接種３０昭

　初山別駐在所前の国道にて、春の全国交通

安全運動の一環として「村民総監視」が行わ

れました。参加者は黄色い旗を掲げ、道行く

運転手に安全運転を呼びかけました。

（４月１０日）

春の交通安全運 村民総監視

　今年度の村政執行のための、主要な予定

事業を説明するための会議が行われました。

参加した自治会代表者からは、説明に対す

る質問や意見交換などが行われました。

（４月２２日）

自治会行政委員連絡会議

高　塚　　　望
（たかつか　のぞみ）

■札幌市出身

　平成８年８月生まれ

■出身校

　北海道科学大学

　未来デザイン学科

■配属

　教育委員会　学校教育係

■抱負／学校関係者の方々

はもちろん、村民の皆さ

まからも信頼していただ

けるよう誠心誠意努めて

まいります。

■初山別村出身

　平成１９年１１月生まれ

■出身校

　北海道羽幌高等学校

■配属

　住民課　戸籍住民係

■抱負／生まれ育った村で

働かせていただくことに

なり、とてもうれしい気

持ちでいっぱいです。精

一杯頑張ります。

石　 　杏　梨
（いしばし　あんり）

令令和和８８年年度度　初山別村新規採用職員の紹初山別村新規採用職員の紹介介

交通事故死ゼロの交通事故死ゼロの日日
～令和８年４月３０日現在～

402 1
日目
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可決令和７年度簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）議案第１５号

可決令和７年度農業集落排水事業等特別会計補正予算（第３号）議案第１６号

可決令和８年度一般会計予算議案第１７号

可決令和８年度国民健康保険特別会計予算議案第１８号

可決令和８年度介護保険特別会計予算議案第１９号

可決令和８年度後期高齢者医療保険特別会計予算議案第２０号

可決令和８年度初山別村立診療所特別会計予算議案第２１号

可決令和８年度簡易水道事業会計予算議案第２２号
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３
月
議
会
定
例
会
は
、
３
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
及
び
各
事
業
会
計
の
予
算
案
を
は

じ
め
、
条
例
の
制
定
、
一
部
改
正
、
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
及
び
各
事
業
会
計
の
補
正
予
算
な
ど

　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
同
意
・
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２５　
一
般
質
問
で
は
、
斉
藤
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

議会だ よ り



羽

議会だ よ り
　
　
同
意

■
教
育
委
員
会
委
員

　
初
山
別
村
字
初
山
別

　
　
佐
　
古
　
　
　
大
　
氏

（
新
任
）

　
　
報
告

■
専
決
処
分
の
報
告
〔
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
〕

→
令
和
７
年
１
１
月
２
２
日

発
生
の
村
有
住
宅
引
込
開
閉

器
盤
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
転
落
物

損
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の

額

　
万
５
埀７
８
７
円

２８

　
　
条
例

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

→
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
初

任
給
調
整
手
当
等
の
新
設
等
。

■
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

→
法
改
正
に
伴
い
災
害
弔
慰

金
等
審
査
委
員
会
の
設
置
に

関
す
る
条
文
を
追
加
。

垢
 髙
場
議
員

　
過
去
に
災
害
弔
慰
金
の
支

給
や
災
害
援
護
資
金
の
貸
付

け
等
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る

の
か
。

茅
 大
井
住
民
課
長

　
村
と
し
て
支
給
金
を
支
給

す
る
検
討
を
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
初
山
別
村
特
定
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定→
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の

改
正
に
伴
い
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
の
基
準
を
定
め
る
た

め
新
た
に
制
定
。

■
初
山
別
村
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

→
指
定
ご
み
袋
の
追
加
（
生

ご
み
１
坩５
リ
ッ
ト
ル
）
に
伴

う
改
正
。

■
初
山
別
村
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

→
介
護
保
険
法
施
行
令
の
改

正
に
伴
う
改
正
。

■
初
山
別
村
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

→
初
山
別
山
手
公
園
敷
地
の

追
加
及
び
み
さ
き
台
公
園

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
使
用
数

の
変
更
に
伴
う
改
正
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

→
５
埀
３
１
２
万
４
千
円
を

減
額
し
、　

億
７
埀
６
０
０

２５

万
８
千
円
に
。

【
総
務
費
】

垢
 長
谷
川
議
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て
、
現
在
何
名
で
活
動
し

て
い
る
の
か
。

茅
 佐
藤
企
画
振
興
室
長

　
年
度
当
初
３
名
で
活
動
を

開
始
し
、　

月
末
で
観
光
支

１０

援
型
の
１
名
が
退
任
さ
れ
て
、

現
在
２
名
体
制
と
な
っ
て
い

る
。

【
労
働
費
】

垢
 髙
場
議
員

　
初
山
別
事
業
協
同
組
合
の

事
業
縮
小
の
要
因
は
。

茅
 大
西
経
済
課
長

　
派
遣
職
員
の
人
員
確
保
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

事
業
縮
小
の
大
き
な
要
因
で

あ
る
。

【
農
林
水
産
業
費
】

垢
 髙
場
議
員

　
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

補
助
金
の
内
容
に
つ
い
て
。

茅
 大
西
経
済
課
長

　
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
５
台
及

び
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自

動
操
舵
シ
ス
テ
ム
９
台
を
個

人
及
び
法
人
へ
導
入
補
助
を

行
っ
た
。

【
教
育
委
員
会
費
】

垢
 髙
場
議
員

　
臨
時
特
別
支
援
教
育
支
援

員
に
つ
い
て
は
小
学
校
費
で

計
上
さ
れ
て
い
る
が
中
学
校

で
は
配
置
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

茅
 小
川
教
育
次
長

　
令
和
７
年
度
は
１
名
し
か

確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

小
学
校
・
中
学
校
の
両
方
で

勤
務
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

→
２
埀
２
１
４
万
５
千
円
を

減
額
し
、
１
億
９
埀
３
７
１

万
円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

→
　
万
７
千
円
を
追
加
し
、

９９
２
億
１
埀
４
１
１
万
６
千
円

に
。

■
村
立
診
療
所
保
険
特
別
会

計→
５
４
３
万
８
千
円
を
減
額

し
、
５
埀
８
０
２
万
３
千
円

に
。

■
簡
易
水
道
事
業
会
計

簡
易
水
道
事
業
収
益

→
２
８
０
万
３
千
円
を
減
額

し
、
１
億
５
埀７
５
２
万
３

千
円
に
。

簡
易
水
道
事
業
費
用

→
２
８
０
万
３
千
円
を
減
額

し
、
１
億
５
埀
４
０
３
万
１

千
円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
等
会

計農
業
集
落
排
水
事
業
等
収
益

→
１
３
３
万
８
千
円
を
減
額

し
、
１
億
２
埀７
７
１
万
円

に
。

農
業
集
落
排
水
事
業
等
費
用

→
１
２
１
万
６
千
円
を
減
額

し
、
１
億
２
埀
６
３
９
万
４

千
円
に
。

　
　
そ
の
他

■
初
山
別
村
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
市
町
村
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

→
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
よ
り
策
定
。

　
　
発
議

■
初
山
別
村
議
会
の
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

→
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
う
改
正
。

提
出
者
 加
藤
　
一
裕
 議
員

賛
成
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

条

例

そ

の

他

発

議

補

正

予

算

同

意

報

告
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ク
マ
出
没
対
策
と
村
民
の
安

全
確
保
に
つ
い
て

議
員
　
昨
年
、
全
国
的
に
ク
マ
の

出
没
が
相
次
ぎ
、
出
没
件
数

や
人
身
被
害
の
数
に
お
い
て
、

過
去
最
多
を
大
幅
に
更
新
し

ま
し
た
。

　
本
村
に
お
い
て
も
、
８
月

　
日
か
ら
初
山
別
市
街
地
で

２０の
ク
マ
の
出
没
が
続
き
、
８

月
　
日
に
は
道
が
ヒ
グ
マ
注

２４
意
報
を
発
出
。そ
の
後
、
中
学

校
周
辺
に
電
気
柵
を
緊
急
設

置
す
る
な
ど
の
対
策
は
講
じ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
多

く
の
村
民
の
皆
さ
ん
が
不
安

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
事

は
ま
だ
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
冬

眠
明
け
の
春
を
迎
え
る
事
な

ど
か
ら
も
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
や
尊
い
生
命
を
守
る

為
、
本
村
に
お
い
て
も
事
前

に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
次
の

点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
ク
マ
が
出
没
し
そ
う
な
危

険
箇
所
で
の
定
期
的
な
草
刈

り
を
行
政
主
導
で
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

②
保
育
所
、
小
学
校
、
中
学

校
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
に
ク
マ
ス

プ
レ
ー
を
設
置
、
及
び
、
希
望

者
へ
の
ク
マ
ス
プ
レ
ー
の
貸
し

出
し
を
し
て
は
ど
う
か
。

③
生
活
圏
に
ク
マ
が
出
没
し

た
場
合
に
限
り
、
Ｉ
Ｐ
告
知

放
送
や
広
報
車
を
使
用
し
、

村
民
に
周
知
や
注
意
喚
起
は

で
き
な
い
か
。

村
長
　
昨
年
は
全
国
的
に
人
間
の

生
活
圏
へ
の
ク
マ
の
出
没
が
多

数
発
生
し
北
海
道
内
に
お
い
て

は
、
令
和
７
年
中
、
６
件
の
人

身
被
害
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

２
名
の
方
が
命
を
落
と
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。本
村
に
お

き
ま
し
て
も
、
捕
獲
数
は
令
和

６
年
度
　
頭
、
令
和
７
年
度

２０

　
頭
と
こ
れ
ま
で
に
な
い
頭
数

２７の
捕
獲
実
績
と
な
っ
て
お
り
、

近
年
の
出
没
箇
所
が
市
街
地

に
徐
々
に
近
づ
い
て
い
る
と
こ
ろ

を
問
題
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
ご
質
問
に
も
あ
り

ま
し
た
と
お
り
、
昨
年
８
月
　２０

日
か
ら
初
山
別
中
学
校
周
辺

で
の
出
没
を
は
じ
め
と
し
て
、

三
日
間
程
度
、
出
没
が
続
い

た
こ
と
か
ら
８
月
　
日
か
ら
ヒ

２４

グ
マ
注
意
報
を
発
令
し
警
戒
に

あ
た
り
ま
し
た
。警
戒
内
容
と

し
ま
し
て
は
、
生
活
支
援
メ
ー

ル
、
広
報
車
や
広
報
お
知
ら
せ

版
に
よ
る
出
没
情
報
の
住
民
へ

の
提
供
や
出
没
ポ
イ
ン
ト
を
中

心
と
し
た
巡
回
や
監
視
カ
メ
ラ

の
設
置
に
よ
る
出
没
痕
跡
の
把

握
及
び
刈
払
い
に
よ
る
初
山
別

小
・
中
学
校
裏
手
の
緩
衝
帯

整
備
や
電
気
柵
の
設
置
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ご
質
問
１
点
目
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
本
村
に
お
い
て
、

「
初
山
別
村
ヒ
グ
マ
ゾ
ー
ニ
ン

グ
計
画
」を
作
成
し
、
ヒ
グ
マ
の

捕
獲
や
緩
衝
整
備
な
ど
を
区

域
ご
と
に
定
め
捕
獲
体
制
や

防
除
体
制
の
適
正
化
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
緩
衝
帯
整
備
を
拡
大

し
各
種
補
助
金
や
交
付
金
を

活
用
し
実
施
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
ヒ
グ
マ

の
侵
入
経
路
と
な
っ
て
い
る
河

川
周
辺
の
河
畔
林
等
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
河
川
管
理
者
で

あ
る
北
海
道
と
協
議
し
整
備

を
進
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
２
点
目
の
ク
マ
ス
プ
レ
ー
に

つ
い
て
は
、
そ
の
効
果
等
の
知
見

を
深
め
な
が
ら
、
保
育
所
や
各

学
校
等
の
関
係
機
関
と
調
整

し
、
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。熊
ス
プ
レ
ー
は

緊
急
避
難
的
場
面
に
用
い
る

も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、

園
児
や
児
童
生
徒
が
そ
の
よ
う

な
場
面
に
遭
遇
し
な
い
環
境
整

備
が
最
優
先
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。ま
た
、
個
人
へ
の
ク
マ
ス

プ
レ
ー
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
で

す
が
、
個
人
へ
の
貸
し
出
し
は
、

様
々
な
問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

屋
外
で
実
施
す
る
町
内
会
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
団
体
活
動
の
際
の

貸
し
出
し
に
つ
い
て
、
検
討
を

進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
３
点
目
に
つ
い
て
は
、
昨
年

８
月
の
初
山
別
中
学
校
周
辺

及
び
　
月
の
初
山
別
川
周
辺

１０

で
の
出
没
の
際
に
は
、
生
活
支

援
メ
ー
ル
、
広
報
車
に
よ
る
住

民
へ
の
注
意
喚
起
、
出
没
周
辺

住
宅
へ
の
出
没
情
報
チ
ラ
シ
の

配
布
を
即
日
実
施
し
て
お
り
ま

す
。今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

「
注
意
喚
起
」
・「
情
報
提
供
」

は
極
め
て
重
要
で
す
の
で
、
Ｉ

Ｐ
告
知
放
送
に
つ
い
て
は
、
昨

年
の
段
階
で
状
況
に
応
じ
て
活

用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
有
効
活
用
に

よ
り
効
果
的
な
対
策
に
努
め
た

い
と
考
え
ま
す
。

一
問
一
答

議
員
　
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
等
の
大

音
量
は
寄
り
付
か
な
い
抑
止

力
も
あ
る
が
活
用
方
法
は
。

村
長
　
情
報
キ
ャ
ッ
チ
の
多
様
性
を

持
た
せ
る
た
め
、
メ
ー
ル
だ
け

で
な
く
生
の
声
で
伝
え
る
体
制

づ
く
り
が
必
要
。公
用
車
へ
外

部
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
す
る
。

一

般

質

問
斉藤　勝博　議員

Ｑ 学校等へのクマスプレーの設置・
　　　 希望者への貸し出しをしては

Ａ　スプレーの効果等の知見を深め
　　　　　関係機関と調整し検討したい



雨雨

議会だ よ り
 

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、

３
月
５
日
、
６
日
に
わ
た
り
、

令
和
８
年
度
各
会
計
予
算
を

審
議
し
、
全
て
の
会
計
を
全

員
賛
成
で
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

主

な
質
疑

【
総
務
費
】

〇
企
画
費

垢
 斉
藤
委
員

　
村
応
援
大
使
事
業
に
つ
い

て
、
過
去
の
応
援
大
使
事
業

と
の
違
い
は
。
固
定
選
手
の

選
定
は
。

茅
 佐
藤
企
画
振
興
室
長

　
過
去
の
事
業
は
町
村
ご
と

の
手
上
げ
方
式
で
あ
っ
た
。

今
回
は
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
よ
り

留
萌
・
宗
谷
管
内
す
べ
て
を

対
象
と
す
る
と
の
こ
と
。
選

手
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
ご

と
に
派
遣
さ
れ
、
抽
選
や
指

名
は
で
き
な
い
。

【
民
生
費
】

〇
老
人
福
祉
費

垢
 長
谷
川
副
委
員
長

　
敬
老
会
演
芸
委
託
料
に
つ

い
て
余
興
の
内
容
を
検
討
願

い
た
い
が
、
８
年
度
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

茅
 大
井
住
民
課
長

　
８
年
度
の
余
興
の
出
演
者

は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

内
容
変
更
を
検
討
し
て
い
る
。

垢
 鎌
田
委
員

　
高
齢
者
事
業
団
育
成
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
、
現
在
の

事
業
団
の
状
況
に
つ
い
て
説

明
願
う
。

茅
 大
井
住
民
課
長

　
現
在
は
５
名
程
度
で
委
託

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
持
続
で
き
る
よ
う
村
と

し
て
も
や
っ
て
い
く
。

〇
地
域
公
共
交
通
対
策
事
業
費

垢
 三
谷
委
員

　
現
在
、
職
員
は
運
転
業
務

だ
け
で
な
く
他
の
業
務
を
兼

ね
て
い
る
が
、
８
年
度
は
運

転
業
務
だ
け
に
な
る
の
か
。

茅
 大
井
住
民
課
長

　
今
年
度
と
変
更
は
な
く
他

の
業
務
と
兼
務
と
な
る
。

【
労
働
費
】

〇
労
働
諸
費

垢
 鎌
田
委
員

　
初
山
別
事
業
協
同
組
合
補

助
金
に
つ
い
て
、
７
年
度
と

比
較
し
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
現
状
に
つ
い
て
説
明
願
い

ま
す
。

茅
 大
西
経
済
課
長

　
金
額
に
つ
い
て
は
、
派
遣

職
員
の
減
少
に
よ
る
実
績
に

基
づ
き
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

現
状
は
仕
事
は
あ
り
ま
す
が

派
遣
職
員
が
１
名
と
限
ら
れ

た
業
務
の
従
事
し
か
で
き
な

い
状
況
で
す
。

【
農
林
水
産
業
費
】

〇
農
業
振
興
費

垢
 長
谷
川
副
委
員
長

　
Ｊ
Ａ
る
も
い
が
創
る
新
た
な

つ
な
が
り
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
。

茅
 大
西
経
済
課
長

　
就
農
フ
ェ
ア
等
で
の
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
農
業
労

働
者
の
確
保
を
計
画
。

【
土
木
費
】

〇
公
園
費

垢
 三
谷
委
員

　
公
園
遊
具
設
置
工
事
費
は
、

ど
こ
の
場
所
に
設
置
す
る
遊

具
か
。
ま
た
、
設
置
す
る
遊

具
に
つ
い
て
は
各
世
代
が
楽

し
め
る
も
の
に
し
ほ
し
い
。

茅
 大
西
経
済
課
長

　
場
所
は
、
小
学
校
の
中
庭

か
ら
山
手
公
園
へ
移
管
す
る

場
所
と
な
っ
て
い
る
。
設
置

遊
具
は
、
子
育
て
世
代
の
意

見
を
参
考
に
選
定
す
る
。

垢
 加
藤
委
員

　
遊
具
の
設
置
時
期
は
。

茅
 大
西
経
済
課
長

　
設
置
時
期
は
、
学
校
教
育

の
妨
げ
に
な
ら
な
い
時
期
に

設
置
し
た
い
。

〇
住
宅
管
理
費

垢
 斉
藤
委
員

　
村
営
住
宅
給
湯
器
の
設
置

状
況
は
。

茅
 大
西
経
済
課
長

　
政
策
空
き
家
を
除
い
て
概

ね
設
置
済
み
。
８
年
度
は
新

規
設
置
と
更
新
も
含
ま
れ
る
。

【
消
防
費
】

○
消
防
費

垢
 鎌
田
委
員

　
消
防
団
員
自
動
車
運
転
免

許
取
得
費
助
成
金
の
実
績
は
。

茅
 寺
﨑
総
務
課
長

　
平
成
　
年
度
２
名
、
令
和

３０

元
年
度
３
名
、
令
和
３
年
度

１
名
、
令
和
５
年
度
１
名
、

計
７
名
と
な
っ
て
い
る
。

〇
災
害
対
策
費

垢
 斉
藤
委
員

　
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
声
が

聞
こ
え
ず
ら
い
と
の
声
が
あ

る
が
、
聞
こ
え
や
す
い
も
の

を
整
備
し
て
は
。

茅
 佐
藤
企
画
振
興
室
長

予

算

審

査

特
別
委
員
会

髙場　委員長

令和８年度　各会計総額

34億34億55，，410万７千円の予算を可410万７千円の予算を可決決
（事業会計は支出額による）

全国瞬時警報システム新受信機更新事業　１，０４８万９千円計上

初山別山手公園遊具整備事業　　　　　　１，６８０万円計上



議会だ よ り

卯卯

　
設
置
さ
れ
て
い
る
ス
ピ
ー

カ
ー
の
直
下
で
確
認
す
る
作

業
も
実
施
し
て
い
る
。
今
後

も
継
続
し
実
際
の
耳
で
確
か

め
て
対
応
し
た
い
。

垢
 加
藤
委
員

　
自
主
防
災
組
織
の
設
置
率

は
。

茅
 佐
藤
企
画
振
興
室
長

　
全
　
自
治
会
中
　
自
治
会

１７

１１

で
設
置
済
み
。
率
で
　
坩
１

８６

％
。

【
教
育
費
】

○
学
校
管
理
費

垢
 加
藤
委
員

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
業
務

委
託
料
は
中
学
校
費
に
は
あ

る
が
、
小
学
校
費
で
の
扱
い

は
。

茅
 小
川
教
育
次
長

　
小
学
校
費
で
の
計
上
は
な

く
、
中
学
校
費
で
ま
と
め
て

の
計
上
と
な
っ
て
い
る
。

【
簡
易
水
道
事
業
会
計
】

○
原
水
及
び
浄
水
設
備
建
設

改
良
費

垢
 鎌
田
委
員

　
簡
易
水
道
事
業
の
改
良
計

画
が
あ
る
が
、
自
然
流
下
の

計
画
を
進
め
る
予
定
は
な
い

の
か
。

茅
 東
出
主
任
技
師

　
現
在
の
取
水
を
使
っ
て
い

く
。
将
来
を
見
据
え
た
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

垢
 鎌
田
委
員

　
今
回
の
工
事
は
導
水
管
が

足
り
な
い
の
か
。
耐
用
年
数

が
経
過
し
て
い
る
の
か
。

茅
 東
出
主
任
技
師

　
今
回
の
工
事
は
取
水
が
足

り
な
い
状
況
で
は
な
い
。
耐

用
年
数
が
経
過
し
た
菅
の
更

新
工
事
と
な
っ
て
い
る
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
等
会
計
】

○
下
水
道
使
用
料

垢
 加
藤
委
員

　
使
用
料
は
口
座
振
替
と
窓

口
支
払
が
あ
る
と
思
う
が
割

合
は
。

茅
 東
出
主
任
技
師

　
概
ね
口
座
振
替
が
８

８
％
、
納
付
書
支
払
が

　
％
と
な
っ
て
い
る
。

１２　
物
価
高
騰
が
大
変
な

勢
い
で
進
ん
で
い
る
中
、

令
和
８
年
度
予
算
、
宇

野
副
村
長
か
ら
村
の
財

政
に
つ
い
て
説
明
が
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
大
変

緊
縮
な
予
算
だ
と
。
一

般
会
計
で
は
昨
年
当
初

予
算
比
で
０
坩
９
％
増
、

全
体
で
の
０
坩
６
％
増

と
い
う
こ
と
で
、
必
要

最
低
限
の
当
初
予
算
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
の
昨
年
の

物
価
高
騰
対
策
も
あ
り
ま
す

し
、
今
年
度
の
予
算
に
も
ご

ざ
い
ま
す
が
、
子
育
て
対
策
、

学
校
給
食
の
無
償
化
で
あ
り

ま
す
と
か
、
子
ど
も
の
出
産

の
お
祝
い
金
で
あ
り
ま
す
と

か
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
増

額
さ
れ
た
こ
と
。
そ
れ
は
こ

こ
に
若
者
が
住
ん
で
、
定
住

し
て
、
い
い
村
に
住
ん
で
い

る
な
と
い
う
意
味
で
は
非
常

に
い
い
か
た
ち
の
も
の
が
で

き
た
と
思
う
次
第
で
あ
り
ま

す
。
物
価
が
非
常
に
上
が
り

庶
民
の
暮
ら
し
は
非
常
に
厳

し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今

の
予
算
に
対
し
て
も
厳
し
い

目
線
で
見
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
一
つ
ひ
と
つ

の
予
算
が
し
っ
か
り
と
結
果

を
出
す
、
そ
し
て
、
よ
り
良

い
村
に
な
っ
た
な
と
思
わ
れ

る
よ
う
、
よ
り
一
層
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
て
、
私
か
ら
の

発
言
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

委
 員
 長
　
斉
藤
　
勝
博

副
委
員
長
　
三
谷
　
博
子

委
　
　
員
　
髙
場
志
津
子

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
年
４
回
発
行
し
て
お
り
ま

す
「
議
会
だ
よ
り
」
で
す
が
、

前
回
は
臨
時
号
と
し
て
皆
様

か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
集
計
結
果
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。時
々
読
ん

で
い
る
を
含
め
て
　
％
の
方
が

９３

読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。ま
た
、
自
由
記
載
で

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
真
摯

に
受
け
と
め
、
改
善
の
努
力

が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
議
会
活
動
を
ご
理
解
い
た

だ
け
る
一
番
の
ツ
ー
ル
は
「
議

会
だ
よ
り
」
で
す
。
ど
う
ぞ
こ

れ
か
ら
も
、
ご
熟
読
を
！

（
文
責
・
髙
場
　
志
津
子
）

　
編
集
後
記

議 会 の う ご き

２　　　月

留萌管内町村議会議長会臨時総会（議長・苫前町）９

北海道後期高齢者医療広域連合定例会（議長・札幌市）１０

北海道町村議会議員公務災害補償等組合議会定例会（議長・札幌市）
北海道町村議会議長会理事会（議長・札幌市）
例月出納検査（監査委員）

１３

議会運営委員会（委員長外委員全員及び議長）
議会全員協議会（議長外議員全員）
議会改革特別委員会（委員長外委員全員）

２４

羽幌町外２町村衛生施設組合議会定例会（髙場議員・羽幌町）
北留萌消防組合議会定例会（斉藤議員・羽幌町）

２５

３　　　月

第１回定例会（議長外議員全員）
予算審査特別委員会（委員長外委員全員及び議長）

５・６

例月出納検査（監査委員）１０

議会改革特別委員会（委員長外委員全員）１９

４　　　月

議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）１４

例月出納検査（監査委員）１６

★

議

長

所

感
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《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
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今月号の荻原隊員の記事はお休みです。

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
協
力
隊

の
本
間
で
す
。

　
協
力
隊
１
・
２
年
目
は
、【
フ

リ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
型
の
協
力
隊
】

と
し
て
、
繋
小
屋
内
の
協
力
隊
事

務
所
に
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
４
月
か
ら
は
、【
自
治
体
任

用
型
（
業
務
支
援
）
の
協
力
隊
】

と
し
て
、
役
場
の
２
階
、
企
画
振

興
室
に
所
属
し
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
現
在
は
繋
小
屋
の

事
務
所
は
隊
員
が
不
在
で
す
。
繋

小
屋
を
利
用
に
な
る
方
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
繋
小

屋
は
今
ま
で
通
り
、
火
曜
日
か
ら

金
曜
日
に
か
け
て
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
は
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
入

り
口
カ
ウ
ン
タ
ー
の
利
用
名
簿
に

ご
記
入
の
上
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
土
曜
日
か
ら
月
曜
日
ま

で
の
閉
館
日
に
利
用
希
望
の
方
は
、

利
用
名
簿
裏
側
に
あ
る
別
紙
の
利

用
希
望
用
紙
に
記
入
し
、
役
場
の

企
画
振
興
室
ま
で
提
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
、
村
公
式
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
の
更
新
を
行
い
、
広
報
誌
の

作
成
も
担
当
し
ま
す
。
１
年
目
の

時
と
同
様
に
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
村

の
イ
ベ
ン
ト
の
撮
影
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
村
内
で
見
か
け
た
際

は
、
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ

い
！

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
は
昨
年
ま

で
初
山
別
地
区
の
み
参
加
し
、
補

助
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
豊
岬
・
有
明
地
区
に
も
参
加

す
る
予
定
で
す
。

　
４
月
　
日
は
、
有
明
地
区
と
初

１５

山
別
地
区
そ
れ
ぞ
れ
で
ラ
ダ
ー

ゲ
ッ
タ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
会
場

に
よ
っ
て
ボ
ー
ル
の
は
ね
方
が
違

い
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。

　
参
加
者
全
員
で
お
互
い
を
応
援

し
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
み
ん
な
で
笑
い
合
え
る

空
間
が
と
て
も
素
敵
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　
３
年
目
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
！

【
本
間
】

勤
務
場
所
が
変
わ
り
ま
し
た



窺

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
介
護
や
福
祉
、

健
康
、
医
療
な
ど
の
様
々
な
面
か
ら

総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
者
は
本
人
、
家
族
、
近
隣
住

民
の
方
、
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

例
え
ば
こ
ん
な
「
困
っ
た
」、
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　「
独
居
で
暮
ら
す
親
の
物
忘
れ
が

気
に
な
る
」「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
知
り
た
い
、
ま
た
は
申
請
し
た

い
」「
体
が
弱
っ
て
一
人
暮
ら
し
が
不

安
に
な
っ
て
き
た
」「
物
忘
れ
が
ひ
ど

く
な
っ
て
き
て
認
知
症
か
も
」「
退
院

し
て
も
家
で
暮
ら
し
て
い
け
る
か
心

配
」「
隣
の
高
齢
者
宅
に
見
知
ら
ぬ
人

が
出
入
り
し
て
い
る
」
な
ど
生
活
全

般
に
関
す
る
悩
み
や
気
に
な
る
こ
と

は
何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

〈
介
護
や
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
〉

　
介
護
認
定
の
申
請
や
代
行
、
介
護

予
防
の
た
め
の
支
援
計
画
の
作
成
、

サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

健
康
状
態
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
が
違
う
た
め
、
受
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
必
要
が
あ
れ
ば
医
療
機

関
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

〈
権
利
擁
護
と
虐
待
予
防
〉

　
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
低
下

し
た
高
齢
者
の
成
年
後
見
制
度
の
活

用
に
つ
い
て
、
ま
た
は
高
齢
者
虐
待

に
関
す
る
こ
と
、
ね
ら
わ
れ
や
す
い

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
な
ど
、
高
齢
者
の
尊
厳
や
権
利
に

関
す
る
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
地
域
で
の
暮
ら
し
を
守
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
〉

　
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、

高
齢
者
の
状
況
確
認
や
地
域
と
の
連

携
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
の
声
か
け
や
見
守
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
支
援
は
地
域
の
見
守
り
活
動

と
い
う
大
事
な
社
会
資
源
の
ひ
と
つ

で
す
。

　
高
齢
者
一
人
一
人
の
心
身
の
健
康

状
態
や
生
活
環
境
の
変
化
な
ど
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
機
関
と
密
に
連
携
し
、
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
の
介
護
予

防
教
室
や
健
康
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
　
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

過
ご
す
た
め
、
自
分
の
健
康
管
理
を

心
が
け
、
困
っ
た
こ
と
や
気
に
な
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
内
）
担
当
保

健
師
に
ご
相
談
下
さ
い
。

（
保
健
師
　
大
水
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
高
齢
者
の
相
談

窓
口
で
す

ふれあいサロンまるごと元気アップ教室

５／２０　有明・豊岬

　

５／１８、５／２５
（午前～豊岬、午後～初山別）

５月

６／１７
（午前～有明、午後～初山別）

６／１、６／８、６／１５、６／２２、６／２９
（午前～豊岬、午後～初山別）

６月

《５月・６月の介護予防教室の日程》
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■
実
子
、
養
子
を
育
て
て
い
る
方
は
、

育
児
の
た
め
の
免
除
制
度
を
利
用

で
き
ま
す
。

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
自

営
業
者
・
農
業
者
・
ア
ル
バ
イ
ト
・

無
職
な
ど
）
も
育
児
で
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

○
お
子
さ
ま
（
実
子
、
養
子
）
を
育
て

て
い
る
方（
父
母
・
養
父
母
）は
、
申

請
す
る
こ
と
で
、
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
期
間
は
、
お
子
さ
ま
（
実
子
、

養
子
）
が
１
歳
に
な
る
誕
生
日
の

前
月
ま
で
で
す
。

○
将
来
の
年
金
額
は
、
納
付
し
た
場

合
と
同
じ
よ
う
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
税
法
上
と
て

も
有
利
な
だ
け
で
は
な
く
、
老
後

は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万

一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な

る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま

し
ょ
う
！

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
る

（１）　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
自
転
車

に
も
交
通
反
則
通
告
制
度
が
適
用
さ

れ
ま
し
た
。

【
交
通
反
則
通
告
制
度
と
は
】

　
「
反
則
行
為
」
を
し
た
　
歳
以
上

１６

の
運
転
者
が
取
締
り
を
受
け
る
と
、

青
切
符
（
反
則
行
為
と
な
る
べ
き
事

実
の
要
旨
等
が
記
載
さ
れ
た
書
面
）

が
交
付
さ
れ
、
反
則
金
の
納
付
が
通

告
さ
れ
ま
す
。

　
通
告
を
受
け
た
者
が
反
則
金
を
納

付
し
た
と
き
は
、
刑
事
手
続
へ
移
行

せ
ず
、
起
訴
さ
れ
な
い
（
い
わ
ゆ
る

「
前
科
」
も
つ
か
な
い
）
制
度
を
い

い
ま
す
。

　
北
海
道
に
お
い
て
、
令
和
６
年
中

に
発
生
し
た
自
転
車
乗
車
中
の
人
身

交
通
事
故
の
う
ち
、
約
６
割
に
自
転

車
側
に
も
法
令
違
反
が
あ
り
ま
し
た
。

　
自
転
車
は
幅
広
い
世
代
で
利
用
さ

れ
る
手
軽
な
乗
り
物
で
す
が
、
自
転

車
も
車
両
の
仲
間
で
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な

け
れ
ば
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
　
信
号
や
一
時
停
止
、
歩
行
者
優
先

な
ど
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「
自
転
車
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

　
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
や
新
し
い

制
度
に
つ
い
て
、
動
画
な
ど
で
分
か

り
や
す
く
ま
と
め
た
サ
イ
ト
で
す
。

【
掲
載
内
容
例
】

・
自
転
車
へ
の
交
通

反
則
通
告
制
度

（
青
切
符
）
適
用

に
関
す
る
動
画

・
自
転
車
の
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル

に
関
す
る
動
画

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進

（２）　
頭
部
の
損
傷
は
致
命
傷
と
な
り
、

重
度
の
後
遺
症
が
残
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
事
故
の
衝
撃
か
ら
頭
部
を
守

る
た
め
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
知
っ
て
い
ま
す
か
？
自
転
車
運
転

（３）者
講
習
制
度

　
自
転
車
の
運
転
に
関
し
、
道
路
に

お
け
る
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る

お
そ
れ
の
あ
る
一
定
の
違
反
行
為

（
危
険
行
為
）
を
３
年
以
内
に
２
回

以
上
行
っ
た
場
合
、
公
安
委
員
会
か

ら
自
転
車
運
転
者
講
習
の
受
講
を
命

ぜ
ら
れ
ま
す
。

　
旭
川
地
方
法
務
局
留
萌
支
局
で
は
、

「
相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
」
及
び

「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
相
続
登
記
に

必
要
な
書
類
や
自
筆
証
書
遺
言
書
の

作
成
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
説
明
す
る
ほ

か
遺
言
書
作
成
の
体
験
を
行
い
ま
す
。

　
相
続
登
記
や
遺
言
書
の
こ
と
を
知

り
た
い
方
は
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。（
な
お
、
当
日
は
個
別
の
相
談

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
願
い
ま
す
。）

〇
日
時
：
令
和
８
年
６
月
　
日（
水
）

２４

午
後
１
時
　
分
～
同
４
時
　
分

３０

３０

〇
場
所
：
留
萌
市
大
町
２
丁
目
　
番
地

１２

　
留
萌
地
方
合
同
庁
舎
２
階
会
議
室

〇
定
員
：
先
着
　
名
２０

　
　
　
　（
要
予
約
）

〇
費
用
：
参
加
無
料

〇
予
約
・
問
合
せ
先
：

　
旭
川
地
方
法
務
局

　
留
萌
支
局

　
参
０
１
６
４
倆
４
２
倆
０
４
９
２

　
詳
し
く
は
、
旭
川
地
方
法
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/asahika
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らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

自
転
車
は
免
許
が
な
く
て

も
ド
ラ
イ
バ
ー

「
相
続
・
遺
言
セ
ミ
ナ
ー
」

の
開
催
に
つ
い
て

令
和
８
年
　
月
か
ら
国
民

１０

年
金
保
険
料
の
「
育
児
免
除

制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
！
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金木水火月総合診療医による診療

診　療　日午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前予約医師診　療　科

毎日●●●●●要担当医
内　　科

総
合
診
療
医

火曜日・水曜日・木曜日・金曜日●●●●不要当番医

毎日（処置・注射のない方）●●●●●要担当医整形外科

火曜日・木曜日●●不要当番医
内科・外科
整形外科

＊急なケガなどの緊急の場合は上記診療日以外でも御相談ください

金木水火月専門診療（出張医師等）

診　療　日午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前予約医師診　療　科

※当面の間、休診となります。
現在予約のある方は常勤医
が代診します。

要重原医師呼吸器内科

２４日●要高橋医師循環器内科

１８日●推奨木村医師総合診療科

３日・１０日・１７日・２４日●
推奨穴口医師

整形外科

４日・１１日・１８日・２５日●

８日・２２日●推奨覺田医師

５日・１２日・１９日・２６日・２９日●●推奨八島医師

１日●推奨引野医師

９日・２３日●要渡部医師

１２日●不要高橋医師
小 児 科

８日・２２日●●不要井上医師

毎週火曜日●要旭川医大医師眼　　科

毎週火曜日●●不要金野医師婦 人 科

奇数週水曜日●要札幌医大医師耳鼻咽喉科

毎週木曜日●推奨札幌医大医師泌尿器科

毎週金曜日●不要札幌医大医師皮 膚 科

＊受付時間　午前：８時～１１時（泌尿器科のみ１０時３０分まで）午後：１３時３０分～１５時

＊人間ドック・健診等

　検査内容等に応じて曜日が異なります。ご希望の方はお気軽に病院までお問い合わせください。

＊病院の診療に関する最新の情報は、病院ホームーページや公式ＳＮＳより案内しております。

　ぜひフォローをお願いいたします！

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

令和８年６月外来診療体制
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● 今月の主な行事予定 ●
（５／１４～６／１１）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（５月号）
予防接種

1４昭

５

月

破砕ごみ・危険ごみ（有明・栄・豊岬・明里・共成）
ふじみ保育所身体測定

１５晶

１６松

１７掌

１８捷

１９昇

ほしっこくらぶ２０昌

ふじみ保育所歯科検診２１昭

粗大ごみ２２晶

花いっぱい運動（初山別地区 国道花壇植栽）２３松

２４掌

２５捷

２６昇

広報配布（お知らせ版）
総合健診（字初山別）

２７昌

総合健診（字初山別）
予防接種

２８昭

２９晶

保・小・中合同運動会３０松

３１掌

１捷

２昇

３昌

４昭

６

月

５晶

６松

７掌

８捷

９昇

乳幼児健診１０昌

広報しょさんべつ配布（６月号）
予防接種

１１昭

ひ と の うごひ と の うご きき
～令和８年４月３０日現在～

人口　　948人（＋１６）

世帯　478世帯（＋４）

煙男　　468人（＋１０）

煙女　　480人（＋６）

（　　）は前月比

お詫びと訂お 詫 び と訂正正

煙広報しょさんべつ４月号掲載のお知ら

せ記事【令和８年１０月から国民年金保険

料の「育児免除制度」が始まります！】

について、お知らせ内容に誤りがありま

したので、広報１４ページにて訂正版のお

知らせを記載しております。

煙広報しょさんべつ４月号掲載のひとの

うごきおくやみについて

正しくは「塚辺　一夫」です。

訂正し、お詫び申し上げます。

気象台ひと口メモ
～乾燥の季節、火の取り扱いに注意～
　５月は大陸から乾いた高気圧が移動
してくる影響で、晴天の日が多く湿度が
一年で最も低くなります。また、雪解けに
伴い入山者も増加し、上川・留萌地方で
は林野火災のリスクが最も高くなる時期
でもあります。
　林野庁の統計によると、令和２～６年
の林野火災の約６割は、たき火や野焼
き、たばこの不始末といった人為的要因
が原因でした。これらは適切な火の取り
扱いで防止可能です。
　気象庁は乾燥注意報や強風注意報な
どを集約した「林野火災予防ポータルサ
イト」で注意喚起を行っています。乾燥が
進む時期は最新情報を確認し、火災予
防に努めましょう。

※問い合わせ先　旭川地方気象台

　　　　　（電話：0166－32－7102）

 転　入 

４／１　市原　志信（有　明）

４／１　内山　淳司（初山別）

　　　　　　あけみ

４／１　大江　憲一（初山別）

４／２　櫻井　雅史（初山別）

４／２　西山　洋平（初山別）

４／２７　ＧＵＲＵＮＧ ＫＨＵＳＨＡ

　　　　　　　　　（豊　岬）

４／２７　ＳＩＬＷＡＬ ＳＩＭＡ

　　　　　　　　　（豊　岬）

 おくやみ 

４／３　能島　友子

　　　　　　　９３歳（明　里）

４／３０　芳野　年枝

　　　　　　　９７歳（有　明）


